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昭
和
二
十
五
年
三
月
十
三
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

六
五
）

答

弁

第

六

五

号 

 

内
閣
衆
質
第
四
八
号 

昭
和
二
十
五
年
三
月
十
三
日 

 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

 

衆
議
院
議
員
滿
尾
君
亮
君
提
出
陸
運
行
政
の
民
主
化
の
徹
底
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



一 

普
通
車
に
よ
る
一
般
貸
切
事
業
を
営
む
ト
ラ
ツ
ク
事
業
は
、
戰
時
中
企
業
合
同
を
行
つ
て
い
る
が
、
貸
切
專
門
の
事
業
者

が
一
県
一
事
業
の
も
の
は
現
在
二
県
（
岡
山
、
島
根
）
あ
る
。
こ
の
二
県
で
も
競
争
事
業
者
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
稍
々
独

占
に
近
い
状
況
と
も
言
え
る
。
し
か
し
こ
の
二
県
に
お
い
て
は
新
規
免
許
の
申
請
は
な
く
別
に
惡
評
も
聞
い
て
い
な
い
。 

 

従
つ
て
終
戰
前
後
を
通
じ
、
全
国
的
に
見
て
ト
ラ
ツ
ク
業
界
が
独
占
の
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
な
い
の
み
な
ら
ず
終
戰
後 

ト
ラ
ツ
ク
事
業
の
新
規
免
許
申
請
は
却
下
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
免
許
し
た
も
の
の
方
が
遙
か
に
多
い
。
現
在
は
大
都
市
で 

は
ト
ラ
ツ
ク
事
業
者
は
公
定
運
賃
を
割
る
よ
う
な
競
争
も
敢
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
状
態
で
あ
る
。 

（
備
考
） 

終
戰
後
ト
ラ
ツ
ク
事
業
新
規
免
許
状
況
（
一
般
貸
切
事
業
の
み
） 

衆
議
院
議
員
滿
尾
君
亮
君
提
出
陸
運
行
政
の
民
主
化
の
徹
底
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

免
許
件
数 

 
 

 

二
九
三 

却
下
件
数 

 
 

 
 

六
五 そ

の
他
ト
ラ
ツ
ク
事
業

免
許 

三
三
六 

却
下 

 

二
二

（ 
 

） 

三 

 



四 

道
路
運
送
法
で
免
許
制
を
と
る
所
以
は
ト
ラ
ツ
ク
の
輸
送
力
を
都
市
、
山
間
を
通
じ
て
な
る
べ
く
公
正
に
利
用
で
き
る 

よ
う
な
事
業
配
置
を
期
待
し
、
有
利
な
運
送
の
み
を
選
択
す
る
よ
う
な
事
業
者
の
現
出
を
防
ぐ
た
め
一
経
済
ブ
ロ
ツ
ク
を 

必
ず
事
業
区
域
と
し
て
そ
の
区
域
内
の
輸
送
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
せ
る
必
要
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か 

三 

ト
ラ
ツ
ク
事
業
者
は
、
道
路
運
送
法
第
十
九
條
の
規
定
に
よ
つ
て
運
送
引
受
の
義
務
が
あ
る
の
で
運
送
需
要
に
対
し
責 

任
を
完
遂
で
き
る
よ
う
任
意
に
増
車
や
減
車
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
現
在
の
よ
う
に
経
済
事
情
の
変
り
易
い
と
き
は
経
営 

上
の
リ
ス
ク
を
相
当
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
に
需
要
激
減
の
た
め
会
社
を
解
散
し
た
者
、
車
両
の
差
押
を
受
け
た
者 

等
も
生
じ
て
い
る
。 

二 
政
府
は
、
事
業
の
独
占
の
状
態
を
希
望
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
ト
ラ
ツ
ク
事
業
営
業
不
振
の
理
由
は
種
々 

あ
つ
て
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
輸
送
需
要
に
対
し
て
既
免
許
者
の
輸
送
力
が
相
当
過
剩
の
た
め
不
振
で
あ
る
場
合
は
、 

新
規
免
許
に
よ
り
不
当
競
争
を
起
す
虞
れ
が
あ
る
た
め
道
路
運
送
法
第
十
二
條
第
二
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
免
許
で
き 

な
い
場
合
が
あ
る
と
考
え
る
。 

四 

 



五 

ト
ラ
ツ
ク
事
業
不
振
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
全
国
各
地
方
で
最
も
模
範
的
経
営
を
行
う
ト
ラ
ツ 

ク
業
者
三
十
五
業
者
の
收
支
状
況
が
そ
の
中
五
業
者
の
み
が
辛
じ
て
黒
字
経
営
を
行
つ
て
お
り
残
余
の
三
十
業
者
は
赤
字 

経
営
（
運
輸
收
入
が
営
業
費
よ
り
低
額
）
を
行
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。
な
お
、
相
当
の
遊
休
車
が
生
じ
て
い
る

こ
と
も
不
況
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。 

し
、
免
許
事
業
と
い
え
ど
も
経
営
上
の
危
險
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。 

（
註
）
右
三
十
五
業
者
の
一
日
当
実
働
一
車
当
平
均
收
支
は
左
の
通
り 

全
国
営
業
用
ト
ラ
ツ
ク
の
普
通
車
に
つ
い
て
最
近
の
遊
休
状
況
は
左
の
通
り
。 

收 

入 
 

 
 

三
、
三
八
一
円
四
二 

損 

失 
 

 
 

 
 

五
九
七
円
六
八 

営
業
費 

 
 

 

三
、
九
七
九
円
一
〇 

実
働
車 

 
 

 

二
七
、
七
四
六 

五 

 



六 

前
項
に
示
し
た
如
く
全
国
で
最
も
模
範
的
経
営
を
行
う
者
と
し
て
運
輸
大
臣
が
道
路
運
送
調
査
規
則
第
六
條
（
総
理
庁 

令
、
運
輸
省
令
）
に
基
き
、
指
定
し
た
事
業
者
の
大
部
分
の
收
支
状
況
が
赤
字
で
あ
る
以
上
、
ト
ラ
ツ
ク
営
業
不
振
の
主
因

が
経
営
能
力
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
、
新
規
免
許
を
不
当
に
抑
制
す
る
意
図
の
な
い
こ
と
は
第
一
号
で
述 

べ
た
通
り
で
あ
る
。 

八 

法
規
に
適
合
す
る
免
許
申
請
は
、
公
正
な
競
争
を
期
待
す
る
意
味
に
お
い
て
免
許
し
て
お
り
こ
の
件
数
も
前
述
の
通
り 

で
あ
る
が
、
ト
ラ
ツ
ク
事
業
不
振
の
理
由
の
大
半
が
輸
送
需
要
の
減
少
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
新
規
免
許
の
結
果
既
免
許 

業
者
と
の
間
に
不
当
の
競
争
を
起
す
虞
れ
の
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
は
免
れ
な
い
の
で
か
よ
う
な
場
合
は
免
許
し
な
い
こ 

七 

ト
ラ
ツ
ク
事
業
者
の
内
部
事
情
で
経
営
型
態
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
改
め
さ
せ
て
い
る
。
経
営
の
不
良
な 

者
に
対
し
て
は
そ
の
都
度
改
善
命
令
に
よ
り
改
善
方
を
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
件
数
も
数
件
あ
る
。
行
政
指
導
に
よ
り
改 

善
方
を
求
め
た
例
は
相
当
多
数
に
上
る
。
経
営
型
態
を
理
由
と
す
る
不
平
不
満
は
利
用
者
側
か
ら
は
余
り
聞
か
な
い
。 

遊
休
車 

 
 

 

二
、
五
二
三
（
燃
料
不
足
、
タ
イ
ヤ
欠
、
修
理
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。
） 

六 

 



九 

政
府
は
ト
ラ
ツ
ク
事
業
の
現
状
が
満
足
な
も
の
と
は
考
え
な
い
。
従
つ
て
終
戰
後
相
当
多
数
の
免
許
を
し
て
お
り
公
正 

な
競
争
の
維
持
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
充
分
国
民
の
職
業
に
対
す
る
機
会
均
等
は
は
か
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
ト
ラ
ツ 

ク
輸
送
に
つ
い
て
の
国
民
の
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
之
を
自
由
営
業
と
し
て
何
人
に
も
ト
ラ
ツ
ク
事
業
を
開
業
で 

き
る
こ
と
に
す
る
こ
と
は
絶
対
に
反
対
で
あ
る
。
ト
ラ
ツ
ク
事
業
は
第
四
号
で
述
べ
た
よ
う
な
理
由
の
外
に
少
く
と
も
左 

の
よ
う
な
條
件
を
具
え
る
べ
き
で
こ
れ
を
免
許
の
方
法
で
審
理
す
べ
き
で
あ
る
。 

と
に
な
る
。 

（
ホ
） 

公
正
な
競
争
の
確
保
。 

（
ニ
） 

資
材
燃
料
の
濫
費
を
避
け
る
こ
と
。 

（
ハ
） 

需
要
供
給
の
著
し
い
不
均
衡
を
来
さ
な
い
こ
と
。 

（
ロ
） 

事
業
の
実
施
能
力
の
具
備
。 

（
イ
） 

資
力
信
用
の
具
備
。 

七 

 



 

八 
十 
政
府
は
、
ト
ラ
ツ
ク
事
業
の
業
態
に
つ
い
て
は
第
一
号
に
述
べ
た
よ
う
な
見
解
を
持
つ
て
居
り
相
当
の
変
ぼ
う
を
生
じ 

て
い
る
と
考
え
る
が
、
な
お
一
部
に
欠
陷
の
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
今
後
一
層
業
界
の
改
善
に
努
力
し
て
行
き
た 

い
と
考
え
る
。
国
民
が
ト
ラ
ツ
ク
事
業
に
期
待
す
る
こ
と
は
安
全
確
実
な
輸
送
を
低
廉
に
行
う
こ
と
以
外
に
は
な
い
の
で 

特
に
事
業
実
施
上
国
民
の
期
待
に
副
う
よ
う
に
努
力
し
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 
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